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明
治
期
、
静
岡
県
下
の
雅
楽
の
広
が
り
に
つ
い
て

̶
̶

大
井
菅
麿
の
日
記
を
中
心
に

寺
　
内
　
直
　
子

は
じ
め
に

本
稿
は
、
雅
楽
研
究
に
お
い
て
未
だ
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
明
治
維
新
後
の
地
方
に
お
け
る
雅
楽
の
広
が
り
を
、
現
・
静
岡

県
下
で
神
官
を
し
て
い
た
大
井
菅
麿
の
日
記
か
ら
探
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
維
新
後
、
国
家
神
道
の
整
備
の
過
程
で
神
社
の
格

づ
け
や
統
廃
合
が
行
わ
れ
、祭
儀
の
様
式
も
定
め
ら
れ
た
。
雅
楽
は
祭
儀
に
用
い
る
べ
き
音
楽
と
し
て
、時
期
に
よ
る
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、

用
い
る
種
類
や
箇
所
が
規
定
さ
れ
た
（
阪
本

　
二
〇
一
六
、
塚
原

　
二
〇
〇
九
）。
春
日
大
社
や
熱
田
神
宮
な
ど
一
部
の
大
き
な
神
社
で

は
例
外
的
に
江
戸
時
代
以
前
か
ら
祭
礼
に
雅
楽
を
用
い
て
き
た
が
、
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
の
神
社
で
は
、
太
々
神
楽
な
ど
在
来
の
古
く
か
ら

の
芸
能
を
以
て
神
事
を
執
り
行
っ
て
き
た
。
伊
勢
神
宮
で
さ
え
も
江
戸
時
代
ま
で
は
雅
楽
伝
承
は
持
た
ず
一
、
明
治
維
新
後
に
雅
楽
奏
楽
担

当
職
員
を
新
た
に
抱
え
、
宮
内
省
の
楽
人
二
に
師
事
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
自
前
で
雅
楽
奏
楽
を
行
え
る
体
制
を
整
え
た
（
水
原
一
九
七
三
、

島
津
一
九
九
五
、二
〇
一
五
）。
伊
勢
神
宮
は
、
い
わ
ば
国
家
神
道
の
筆
頭
に
位
置
す
る
大
神
社
と
し
て
、
皇
室
、
政
府
か
ら
の
特
別
な
崇

敬
を
受
け
て
、
宮
内
省
楽
部
の
楽
人
が
出
張
演
奏
に
赴
い
た
り
、
神
宮
職
員
が
楽
部
の
楽
人
か
ら
直
接
教
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

比
較
的
小
規
模
な
地
方
の
神
社
で
は
、
雅
楽
を
教
授
で
き
る
人
を
見
つ
け
る
こ
と
す
ら
難
し
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
雅
楽
は
天
皇
儀
礼
と
結
び
つ
き
、
専
門
的
・
世
襲
的
職
能
集
団
（
楽
人
）
が
伝
承
し
て
き
た
。
雅
楽
の
世
襲
的
楽
人
の
頂
点

は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
関
西
の
京
都
、
南
都
、
大
坂
（
天
王
寺
）
を
本
拠
地
と
す
る
禁
裏
楽
人
、
明
治
以
後
は
禁
裏
楽
人
を
母
体
と
し
て

東
京
で
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
再
編
さ
れ
た
雅
楽
局
（
の
ち
に
宮
内
省
楽
部
、
戦
後
は
宮
内
庁
楽
部
）
の
楽
人
で
あ
る
三
。
明
治
以
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